
 

ごっこ遊びの広がり 

                                        園長 髙田 大 

 

 町屋幼稚園の子どもたちはごっこ遊びが大好きです。ある時は猫、ある時は家族、ある時は医者、はたまた

ある時は海賊に忍者に……と、なりたいものになりきって遊んでいます。 

 ごっこ遊びの前段階として、つもり遊びや見立て遊びがあると言われています。例えば三角の積み木をおに

ぎりに見立てて食べる仕草をすることなどがこれにあたります。遊びを豊かにする大切な第一歩です。 

 一方で最近の市販のおもちゃは細部に至るまで本物のようなつくりになっているものが多いです。また映像

作品にしてもＣＧや特撮とは思えないリアリティ溢れるものが主になっています。これらに囲まれて育った今

の子どもたちは、リアルなものでなくては遊べないのではないだろうか、見立て遊びやごっこ遊びが成立する

のだろうか、幼児教育に携わる以前の私は、このような心配をしていました。 

 ところがその心配は無用でした。子どもたちは空き箱１つからでも、食べ物に電話にヒーローのアイテムに

と自由自在に発想を膨らませています。さらに空き箱同士を組み立てたり、友達同士イメージを伝え合ったり

することでその世界をどんどん広げています。子どもたちの想像力・創造性は無限大です。 

 今月には年長いるか組の表現参観が予定されています。既存の劇ではない、子どもたちが作り上げてきた、

ある意味究極のごっこ遊びとも言えるかもしれません。年中、年少でも３学期に同様の取組を予定しています。

子どもたちがどのような世界を見せてくれるか、ぜひご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
   

 

 

  

 

 

12月 町屋幼稚園だより 
令和４年１１月３０日 

荒川区立町屋幼稚園 

園 長  髙 田  大 

≪今月のねらい≫ 

【年 少】 ○ 寒さに負けず、園庭や保育室で元気に遊ぶ。 

○ いろいろな園の行事に喜んで参加する。 

【年 中】 ○自分の思いを出したり友達の動きに関心をもったりしながら遊ぶ楽しさを感じる。 

     ○学級の友達とみんなで活動する楽しさを味わう。 

【年 長】 ○友達と共通の目的に向かって取り組み、やり遂げた充実感を味わう。 

○冬休みになることや一年が終わることを感じながら、友達との遊びを楽しんだり、園の行事

に参加したりする。 

♡１２月よりお弁当の温めを始めます♡ 

１日（水）より、来年３月いっぱいまで各クラスの「温飯器」でお弁当を温めます。 

・生野菜や果物など温めないものは、別容器に入れて持たせてください。 

・サンドイッチなど、温めの必要がないお弁当の時は、担任に伝えるよう、子どもに話をしてください。 

（年少組は直接担任に伝えていただいても構いません。） 

・熱に強く、ゴムパッキンのない弁当箱（アルミ製の弁当箱など）を使用してください。 

密閉型の弁当箱は、温めたあと、食事を始めるまでの間に真空状態になり、幼児の力でフタが開けられませ

ん。使用しないようお願いします。 

                

 

♪秋の自然に触れてたくさん楽しみました♪ 

11月は秋の自然に触れる遠足がありました。年中・年長組 

は水元公園へ、年少組は荒川自然公園へ行き、たくさんの秋 

を見つけました。ドングリを夢中でたくさん拾う子、お気に 

入りを見つけて集める子、紅葉したきれいな落ち葉を拾う子、 

どの子も嬉しそうに先生や友達に見せていました。見つけた 

ものはクラスで種類別に分けて展示場のようにしていたり、 

製作あそびやごっこ遊びなどで使ったりしました。 

自然に触れ、心で感じて楽しむ充実した時間を過ごすこと 

ができました。 


